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特定健康診査・胸部検診などを受診しましょう

　対象となる方に、受診券などの必要書類を 9 月 1 日に郵送します。
　9 月 21 日～ 10 月 26 日の期間、行政区ごとに日程や場所を指定して実施しますが、都
合に合わせ、ほかの地区の日程でも受診できます。
※�日程表は受診券の封筒裏面またはホームページを確認ください。

●検査項目や対象者など

　【次のページに続く】

■特定健康診査・後期高齢者健康診査

検査項目 対象者 健診・検査内容 自己負担金 持参物

特定健康診査 40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者
（75 歳の誕生日前日までの方）

▽問診
▽身体測定
▽血圧測定
▽尿検査
▽血液検査
▽心電図検査
▽診察

1,000 円
※70歳以上の方は無料。

▽受診券、受診録
▽国民健康保険証
▽採尿した容器

後期高齢者健康診査 後期高齢者医療保険加入者 無料
▽受診券、受診録
▽後期高齢者医療保険証
▽採尿した容器

眼底検査 40 歳以上の方 両眼眼底撮影 無料 ―

骨密度検査

▽特定健康診査対象者のうち、40 歳～
70 歳で 5 歳刻みの年齢に達する女性
▽後期高齢者健康診査対象者のうち、
75 歳以上の女性

かかとの超音波
検査 無料 骨密度検査問診票

※ 送付されている方のみ。

運動機能測定
▽特定健康診査対象者で 65 歳以上の
方
▽後期高齢者健康診査対象者

▽握力
▽開眼片足立ち
▽ 3 メートルター
ンアップゴー（歩
行評価）

無料 運動機能測定問診票
※ 送付されている方のみ。

肝 炎 ウ イ ル ス
検診

40 歳以上 70 歳までの 5 歳刻みの年
齢の方で、肝炎検診を受けたことの
ない方

血液検査
（B 型・C 型） 無料 肝炎ウイルス検診問診票

※ 送付されている方のみ。

前立腺がん検査 40 歳以上で希望する男性
※健診会場で当日申し込みください。血液検査 2,200 円 ―

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

【留意事項】
●特定健康診査・後期高齢者健康診査
▽尿＝健診当日の朝に、同封の尿コップに採ってからスポイトに移してください。
▽食事＝午前に受診の方は当日の「朝食」を食べないでください。午後に受診の方は当日の「昼食」を食べない
でください。水やお茶、糖尿病以外の内服薬は飲んでも構いません。
●オプション検査
▽オプション検査のみの受診はできません。
▽肝炎ウイルス検診を受けたことがある方や肝臓病で通院中・経過観察中の方は、肝炎ウイルス検診の対象にな
りません。

●申し込み方法など
▽事前の申し込みは不要です。受診録表面の太枠内および裏面の質問票に必要事項を記入の上、当日、会場に持
参ください。
※大腸がん検診は事前の申し込みが必要です。
▽特定健康診査・後期高齢者健康診査と胸部検診などは同一日に受診できます。
▽受診券や国民健康保険証など必要な持参物がない場合は、健診などを受けられない場合があります。
▽新型コロナウイルス感染症対策のため整理番号札を配布し、入場人数を制限します。案内された時間まで車内
や自宅などで待機いただく場合があります。また、健診可能人数に達した場合、ほかの日程を案内することがあ
ります。

健康づくりは健診（検診）から !  年に 1 度は必ず受診しましょう !

お知 せら
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検査項目 対象者 健診・検査内容 自己負担金 持参物

胸部検診
（肺がん・結核検診）

▽肺がん検診：40 歳以上の方
▽結核検診：65 歳以上の方 レントゲン撮影 無料 受診券または通知書と

受診録

大腸がん検診
40 歳以上の方
※ 事前申し込みが必要です。（保健セ

ンターに電話で申し込みください）

便潜血反応検査
（2 日法）

400 円
※70歳以上の方は無料。

▽受診券または通知書
と受診録
▽ 2 日間採便した容器

肺がん喀痰検診

40 歳以上の方
※健診会場で当日申し込みください。
※  6カ月以内に血痰のあった方は受診

をお勧めします。

喀痰採取検査
（会場で容器を
受け取って持ち
帰り、後日提出）

700 円
※70歳以上の方は無料。
※ 容 器 提 出 時 に 支 払

いください。

―

【留意事項】
●胸部検診
▽上半身は、肌着または無地の T シャツ 1 枚での撮影となります。金属やボタンな
どの付いた服は着用せず、脱ぎやすい服装で受診ください。
▽ネックレス・貼り薬など、体には何もつけないでください。
●大腸がん検診
▽事前に申し込みをした方に大腸がん検診の容器を送付していますので、容器に 2
日分の便を採取し、会場に持参ください。
※大腸がん検診の容器を使用しない場合は、保健センターに返却ください。
◎大腸がん検診のみを受診する方は、次の日程で保健センターに提出ください。
▽提出日＝ 9 月 29 日（木）、10 月 17 日（月）、10 月 25 日（火）、10 月 31 日（月）
▽受付時間＝ 9 時～ 11 時、13 時～ 15 時

　

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
対
象　

平
成
28
年
４
月
2
日
か

ら
平
成
29
年
４
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん

●
留
意
事
項

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
お
子
さ
ん

に
は
、
9
月
20
日
ま
で
に
「
就
学

時
健
康
診
断
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
。

※�

通
知
書
に
記
載
し
て
い
る
会
場

校
で
必
ず
受
診
く
だ
さ
い
。
会

場
校
以
外
で
の
受
診
は
原
則
で

き
ま
せ
ん
。

※�

決
め
ら
れ
た
日
に
受
診
で
き
な

い
方
は
、
必
ず
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
校
以
外
の
学
校
へ
入
学
を

希
望
す
る
場
合
は
、
区
域
外
就
学

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

（
☎
37
２
１
８
５
）

学校名 月日 受付時間

大野小学校 10 月 5 日（水） 12:30 ～ 12:45

山上小学校 10 月 19 日（水） 12:30 ～ 12:40

八幡小学校 10 月 19 日（水） 12:30 ～ 12:50

中村第一小学校 10 月 5 日（水） 12:20 ～ 12:40

中村第二小学校 10 月 5 日（水） 13:00 ～ 13:20

桜丘小学校 10 月 12 日（水） 12:20 ～ 12:40

飯豊小学校 10 月 12 日（水） 13:00 ～ 13:15

磯部小学校 10 月 19 日（水） 12:45 ～ 12:55

日立木小学校 10 月 19 日（水） 13:00 ～ 13:15

●就学時健康診断の日程

就
学
時
健
康
診
断

令和 5 年度

小
学
校
入
学
予
定
児
童

ホーム
ページは
こちら

■胸部検診・大腸がん検診・肺がん喀痰検診
●検査項目や対象者など

●問い合わせ先
▽特定健康診査・後期高齢者健康診査に関すること＝保険年金課（☎ 37-2140）
▽胸部検診・大腸がん検診・肝炎ウイルス検診などに関すること＝保健センター（☎ 35-4477）
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お知 せら
屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は

規
制
が
あ
り
ま
す

9
月
1
日
〜
10
日
は「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」

【屋外広告物とは】
　常時または一定の期間、継続して屋外で公衆に表示されるものであって、看板、立看板、
はり紙およびはり札、ならびに広告塔、広告板、建物そのほかの工作物などに掲出され、
または表示されたもの、これらに類するものをいいます。商業広告だけでなく、営利を
目的としないものや自己用のものも屋外広告物にあたります。また、文字や商標、マー
クだけでなく、イメージを伝えるデザインなども屋外広告物に含まれます。

　

屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に
表
示

さ
れ
る
と
、
情
報
が
的
確
に
伝
わ

ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
や

ま
ち
の
景
観
を
損
な
う
こ
と
に
な

る
ほ
か
、
落
下
や
倒
壊
、
交
通
安

全
上
の
支
障
と
な
り
、
人
に
危
害

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
に
は
、
規

制
地
域
の
指
定
、
規
制
基
準
、
禁

止
物
件
、
禁
止
広
告
物
な
ど
、
県

条
例
に
よ
っ
て
一
定
の
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
7
月
以
降
、
地
上
か

ら
広
告
物
上
端
ま
で
の
距
離
が
4

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
広
告
物
は
、

屋
外
広
告
士
な
ど
の
資
格
を
有
す

る
者
に
管
理
・
点
検
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
表
示
と

安
全
管
理
に
協
力
願
い
ま
す
。

●
許
可
制
度

▽
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は
、

一
部
の
適
用
除
外
広
告
物
を
除
き
、

あ
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
許
可
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き

表
示
す
る
場
合
は
、
許
可
の
更
新

が
必
要
で
す
。

▽
屋
外
広
告
物
に
変
更
が
あ
る
と

き
は
、
変
更
許
可
に
か
か
る
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。

●
管
理
者
設
置
義
務

▽
許
可
の
要
、
不
要
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
部
の
屋
外
広
告
物
を
除
き
、

全
て
の
屋
外
広
告
物
に
管
理
者
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
管
理
者
は
、
補
修
そ
の
ほ
か
必

要
な
管
理
に
よ
り
、
当
該
屋
外
広

告
物
を
良
好
な
状
態
に
保
た
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
許
可
を
受
け
た
屋
外
広
告
物
の

場
合
は
、
管
理
者
設
置
に
つ
い
て

届
出
義
務
が
あ
り
ま
す
。

●
安
全
点
検
義
務

▽
許
可
の
要
、
不
要
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
部
の
屋
外
広
告
物
を
除
き
、

全
て
の
屋
外
広
告
物
に
安
全
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

▽
安
全
点
検
は
、
令
和
3
年
2
月

制
定
の
福
島
県
屋
外
広
告
物
安
全

管
理
指
針
に
基
づ
い
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▽
許
可
を
受
け
た
屋
外
広
告
物
の

場
合
、
許
可
の
更
新
を
申
請
す
る

際
に
、
所
定
の
方
法
で
安
全
点
検

結
果
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▽
許
可
が
不
要
な
屋
外
広
告
物
は

安
全
点
検
結
果
の
報
告
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
定
期
的
な
安
全
点

検
実
施
と
そ
の
結
果
作
成
お
よ
び

保
管
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

建
築
課
（
☎
37
２
１
７
８
）



　広報そうま　令和 4．9．117

　下水道は、下水道が使える区域内に住む皆さんが
接続することによって、はじめて下水道の目的であ
る公衆衛生の向上や公共用水域の保全が図れます。
　下水道が使える区域内の家庭は下水道に接続しま
しょう !　

　普段目にすることのない下水道は、見えないところで私たちの安全・安心で快適な生活を支えています。
　下水道管には、家庭などからの汚水を流すための汚水管と、雨水を流すための雨水管があります。汚水
と雨水を分けて流すことを分流式といい、本市は分流式を採用しています。

　下水道工事を行うときは、必ず市の指定を
受けた工事店に依頼ください。

9 月 10 日は「下水道の日」です ●問い合わせ先
下水道課（☎ 37-2165）

　

今
年
10
月
、
調
停
制
度
は
100
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

調
停
と
は
、
裁
判
所
が
当
事
者

の
間
に
入
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
、

互
い
が
合
意
す
る
こ
と
で
問
題
の

解
決
を
図
る
手
続
き
で
す
。

　

手
続
き
の
案
内
を
希
望
す
る
方

は
、
各
裁
判
所
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
民
事
調
停
に
関
す
る
こ
と
＝
相

馬
簡
易
裁
判
所（
☎
36
５
１
４
３
）

▽
家
事
調
停
に
関
す
る
こ
と
＝
福

島
家
庭
裁
判
所
相
馬
支
部
（
☎
36

５
１
６
２
） 調停制度は

100 周年を迎えます

　「下水道の日」は、1961 年（昭和 36 年）に「全国下水道促進デー」として始まり、2001 年（平成 13 年）
に旧下水道法が制定されてから 100 年を迎えることなどから、より親しみのある「下水道の日」に名称が
変更されました。
　9 月 10 日は二百二十日（にひゃくはつか）にあたり、台風が多いことから大雨への注意と雨水の排除の
意味を込め、「下水道の日」に定められました。
※ 二百二十日は、立春（2 月 4 日ころ）から数えて 220 日目の季節の移り変わりの目安となる雑節の一つで、

台風が予測できなかった時代は、天候が悪くなる農家の厄日とされてきました。

■「下水道の日」の由来

■下水道の役割

　私たちが家庭などで使って汚れた水（汚水）は、家の
下にある排水管を通って下水道管に流れていき、下水処
理場に運ばれていきます。下水道が整備されることでま
ちが清潔に保たれ、害虫や悪臭の発生を防ぐことができ
ます。

　汚水管を通って運ばれた汚水を下水処理場で処理して川に放流することで、川や海の水質を守る役割を
果たし、環境を守っています。

■下水道に接続を !

●暮らしを清潔に保ちます

●河川などの水質悪化を防ぎます

　降った雨を速やかに雨水管に流すことによって、浸水被害を防いでいます。雨水は、道路上にある集水
ますや雨水ますから雨水管に流れ込み、川に放流されます。

●浸水被害を防ぎます

裁判所からのお知らせ

※ 下水道工事指定店一覧は、
市役所 2 階下水道課に問い
合わせまたはホームページ
を確認ください。

ホーム
ページは
こちら
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お知 せら

●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2144）

子どもと高齢者をはじめとする歩行者の安全確保
●歩行者も交通ルールを守りましょう !
　歩行者は自らの安全を守るため、横断歩道を渡るときは、手をあげるな
ど運転者に対して横断する意思を明確に伝え、安全を確認してから横断を
始めましょう。横断中も周りに気を付けましょう。

自転車の交通ルール遵守の徹底
●福島県自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
④安全ルール・マナーを守る　
　▽飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　▽夜間はライトを点灯・反射材着装
　▽交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
　▽運転中の携帯電話・ヘッドホン使用、傘さし運転の禁止
⑤被害軽減のためヘルメット着用に努める

9 月 30 日は「交通事故死ゼロを目指す日」です

令和 4 年 秋の全国交通安全運動
9 月 21 日（水）～ 9 月 30 日（金）

夕暮れ時と夜間の歩行者事故などの防止と飲酒運転の根絶
●夕暮れ時は早めのライト点灯
▽秋になると、日没時間が早まり夕暮れ時や夜間の交通事故が多発する傾
向にあります。運転者は夕暮れ時の早めのライト点灯、対向車や先行車が
いないときは上向きライト（ハイビーム）の活用を心掛けましょう。
▽歩行者は、夕暮れ時や夜間に外出する場合は、運転者から発見されやすい、
明るい目立つ色の服装や夜光反射材を身につけましょう。

●飲酒運転は絶対にしない ! させない !
　飲酒運転は、極めて悪質・危険な行為です。「飲酒運転を絶対にしない、
させない」という強い気持ちを持ちましょう。また、あらかじめ運転者を
決めておく「ハンドルキーパー運動」を推進しましょう。

◎自転車を利用するときは、点検整備のほか、自転車損害賠償責任保険などに加入しましょう。
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  犬の飼い主の皆さんへ

狂犬病の予防注射を
実施します

●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2143）

　本年度の飼い犬の狂犬病予防集合注射を左表の日
程で実施しますので、都合の良い会場で受けてくだ
さい。
　本年度、予防注射を受けていない犬の飼い主の方
へ 9 月上旬に「お知らせのはがき」を送付します。
　犬の健康状態を確認し、「お知らせのはがき」の
問診票欄をチェックの上、当日会場に「お知らせの
はがき」と下記手数料を持参ください。また、登録
のない犬も会場で登録を行い、注射を受けることが
できます。
　今回の実施会場で予防注射を受けられなかった場
合は、動物病院で受けてください。
※�飼い犬の死亡や登録した住所に変更などがある

場合は、市役所 1 階生活環境課に連絡ください。

●集合注射の料金
▽注射のみ＝ 3,250 円（注射料 2,700 円、注射済票
550 円）
▽登録手続きと注射＝ 6,250 円（犬の登録料 3,000
円、注射料 2,700 円、注射済票 550 円）
◎集合注射を利用する飼い主の方は、感染症予防の
ため以下の点に留意ください。
▽来場時にはマスクの着用に協力ください。
▽受け付けの際は、前後の方と間隔をあけて並んで
ください。
▽金銭の授受を避けるため、釣り銭がないよう用意
ください。
【以下の場合は来場を控えてください】
▽発熱や咳などの症状がある場合
▽同居家族や身近な知人に新型コロナウイルス感染
が疑われる場合

●令和 4 年度　狂犬病予防集合注射日程
実施日 場所 時間

9 月 26 日
（月）

磯部公民館 9:05 ～ 9:15
蒲庭公会堂 9:25 ～ 9:35
立切防災集合所 9:45 ～ 9:55
獺庭防災集合所 10:05 ～ 10:15
柚木公会堂 10:25 ～ 10:35
日立木農協支所跡（日立木駅近く） 10:50 ～ 11:00
馬場野多目的集会所 13:15 ～ 13:25
百槻コミュニティセンター 13:40 ～ 13:50
柏崎集会所 14:05 ～ 14:15
日下石防災集合所 14:30 ～ 14:40
日立木公民館 15:00 ～ 15:15

9 月 27 日
（火）

角田公園テニスコート 9:00 ～ 9:15
和田公会堂 9:30 ～ 9:40
松川浦パークゴルフ場駐車場 9:50 ～ 10:00
飯豊公民館 10:10 ～ 10:25
成田多目的集会所 13:15 ～ 13:25
富沢公会堂 13:40 ～ 13:50
台町多目的集会施設 14:00 ～ 14:10
台公会堂 14:25 ～ 14:35
八幡公民館 14:50 ～ 15:00

9 月 28 日
（水）

刈敷田集会所 9:00 ～ 9:10
刈敷田南集会所 9:20 ～ 9:30
新沼コミュニティセンター 9:40 ～ 9:50
細田公会堂 10:10 ～ 10:25
相馬双葉漁業協同組合松川支所前 10:40 ～ 10:50
東部公民館 11:05 ～ 11:15
初野集会所 13:20 ～ 13:30
大坪公会堂 13:45 ～ 13:55
黒木多目的広場駐車場 14:05 ～ 14:15
西部子ども公民館駐車場 14:30 ～ 14:40
小野多目的集会所 14:55 ～ 15:05

9 月 29 日
（木）

東玉野農業研修施設 9:10 ～ 9:20
玉野公民館 9:30 ～ 9:40
副霊山生活改善センター 9:50 ～ 10:00
小田原停留所前 10:30 ～ 10:40
並木共同墓地駐車場 10:50 ～ 11:00
横川公会堂 11:10 ～ 11:20
山上公民館 13:20 ～ 13:30
粟津多目的集会施設 13:45 ～ 13:55
清水集会所 14:15 ～ 14:25
木村学院 14:35 ～ 14:45
前沢目公園 15:05 ～ 15:15

9 月 30 日
（金）

椎木多目的集会所駐車場 9:00 ～ 9:10
塚部公会堂 9:20 ～ 9:30
石上多目的集会所 9:45 ～ 9:55
スポーツアリーナそうま駐車場 10:10 ～ 10:20

【集合注射以外で狂犬病予防注射を
　　　　　　　　　　実施した飼い主の方へ】
　注射済票の交付を受けていない飼い主の方は、
注射証明書を生活環境課まで持参の上、注射済票
の交付（交付手数料 550 円）を受けてください。
※�市内の動物病院で受けた場合は、その場で注射

済票が交付されます。
※�動物病院などで注射を受ける場合は集合注射時

の金額とは異なる場合があります。
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お知 せら
　

市
は
、
緑
を
慈
し
み
、
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
新
婚
の
方
に

結
婚
記
念
樹
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
対
象
者　

令
和
3
年
9
月
1
日

〜
令
和
4
年
8
月
31
日
に
結
婚

さ
れ
た
方
（
婚
姻
届
提
出
日
）
で
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
樹
種　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
1
本

（
花
言
葉
は
「
永
遠
の
愛
」、「
信

頼
」
な
ど
）

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
室
内
で
育
て
ら
れ
る
鉢
植
え
で

　

贈
呈
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
に

「
結
婚
記
念
樹
希
望
」
と
明
記
の

上
、
住
所
、
夫
婦
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て

新
婚
さ
ん
に

結
婚
記
念
樹
プ
レ
ゼ
ン
ト

郵
送
、
ま
た
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。

　ふくしま生活・就職応援セン
ターは、就職について悩みを抱え
ている方を対象に、キャリアコン
サルタントによる相談会を開催し
ます。
　ぜひ相談ください。
● 日 時　9 月 21 日（ 水 ）13 時
30 分～ 15 時 30 分
●場所　千客万来館研修室
※事前予約が必要です。
●申込・問い合わせ先　ふくしま
生活・就職応援センター南相馬事
務所（☎ 23-1239）

おしごと相談会

●
申
込
期
限　

10
月
5
日
（
水
）

※
消
印
有
効
。

●
記
念
樹
贈
呈
日　

10
月
30
日

（
日
）

※
市
民
ま
つ
り
で
贈
呈
を
予
定
し

　

て
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

農
林

水
産
課
（
☎
37
２
１
５
１
）

〒
９
７
６
―
８
６
０
１　

中
村
字

北
町
６
３
―
３

ホーム
ページは
こちら

令
和
4
年
度

自
衛
官
採
用
案
内

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
、
次
の
と

お
り
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
福
島

地
方
協
力
本
部
相
双
地
域
事
務
所

（
☎
23
４
７
１
２
）

募集項目 防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生） 防衛医科大学校医学科学生 防衛大学校学生

（一般）

受付期限 10 月 5 日（水）
※締切日必着。

10 月 12 日（水）
※締切日必着。

10 月 26 日（水）
※締切日必着。

試験日程 10 月 15 日（土）
1 次試験（筆記）

10 月 22 日（土）
1 次試験（筆記）

11 月 5 日（土）
11 月 6 日（日）
1 次試験（筆記）

応募資格 18 歳～ 21 歳未満の方
※高卒者（見込み含む）または高専 3 年次修了者（見込み含む）。

　

消
防
団
員
は
、
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
、
普
段
は
仕
事
や
学
業

を
営
み
な
が
ら
、
災
害
が
起
こ
っ

た
際
に
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
将
来
の
担
い
手
と
な

る
若
い
団
員
が
必
要
で
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
入
団
を
希
望
す
る
方
は

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
主
な
活
動

▽
火
災
時
の
消
火
活
動

▽
風
水
害
な
ど
の
災
害
対
応

▽
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

▽
火
災
予
防
運
動
や
訓
練　

な
ど

◎
行
事
や
式
典
な
ど
で
吹
奏
す
る

ラ
ッ
パ
隊
も
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
吹
奏
楽
な
ど
経
験
者
歓
迎
。

●
入
団
条
件　

次
の
要
件
全
て
を

満
た
す
方

▽
本
市
に
居
住
す
る
方 消防団員募集

地域の安全・安心を守る

▽
満
18
歳
以
上
の
方

▽
心
身
と
も
に
健
康
な
方

●
消
防
団
員
の
処
遇

▽
年
額
報
酬
＝
階
級
に
応
じ
た
報

酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
出
動
手
当
＝
災
害
お
よ
び
訓
練

な
ど
の
た
め
に
出
動
し
た
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
公
務
災
害
補
償
＝
消
防
団
活
動

中
に
負
傷
な
ど
し
た
場
合
の
補
償

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
被
服
の
貸
与
＝
消
防
団
活
動
に

必
要
な
法
被
や
活
動
服
な
ど
が
支

給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

▽
退
職
報
償
金
＝
消
防
団
員
と
し

て
5
年
以
上
活
動
す
る
と
、
退
団

し
た
際
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
表
彰
制
度
＝
職
務
に
あ
た
っ
て

功
労
、
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表

彰
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
防
災
対

策
室
（
☎
37
２
１
２
１
）
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福
島
県
精
神
保
健
福
祉
士
会
は
、

女
性
や
若
者
に
生
じ
や
す
い
悩
み

（
夫
婦
関
係
、
Ｄ
Ｖ
、
妊
娠
出
産
、

就
職
、
人
間
関
係
な
ど
）
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
14
日
（
水
）
13
時

〜
16
時

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
は
ま
な
す
館
）
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
第
1
部
＝
鴻
巣
麻
里
香�

氏
（
非

営
利
団
体
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
代

講
演
会
「
女
性
と
若
者
の
ス
ト
レ
ス

危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
?
」

参
加
者
募
集

表
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
に

よ
る
講
演
会

▽
第
2
部
＝
精
神
保
健
福
祉
士
な

ど
に
よ
る
個
別
相
談
会

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

9
月
13
日
（
火
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
島

県
精
神
保
健
福
祉
士
会
相
双
地
区

須
藤
（
☎
26
７
４
７
０
、
フ
ァ
ク

ス
26
７
４
７
１
）

▽
メ
ー
ル
＝yshr_suto_1011

@
js9.so-net.ne.jp

受講者募集

福祉・家事援助サービス
従事者養成研修
　そうま広域シルバー人材センターは、60 歳
以上の方を対象に、福祉・家事援助サービス従
事者養成研修を開催します。
●日時　
▽ 11 月 15 日（火）10時～ 16時
▽ 11 月 16 日（水）10時～ 16時
●場所　総合福祉センター（はまなす館）第 3
会議室
●対象　市在住の60歳以上の方
●申込期限　10月 31日（月）
●定員　10人
●受講料　無料
●申込・問い合わせ先　そうま広域シルバー人
材センター（☎36-1283）

東
京
都
稲
城
市
を
紹
介
し
ま
す

　

本
市
と
東
京
都
稲
城
市
は
、
東

日
本
大
震
災
後
の
救
護
支
援
を

き
っ
か
け
に
、
平
成
23
年
6
月
に

災
害
時
等
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
、
継
続
し
て
交
流
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
災
害
時
に
と
ど
ま
ら

ず
、
平
時
か
ら
市
民
同
士
が
交
流

し
、
互
い
の
地
域
の
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
27
年
8

月
に
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。　

●
稲
城
市
の
紹
介

　

稲
城
市
は
、
南
多
摩
地
区
の
東

端
に
位
置
し
、
里
山
や
梨
園
な
ど

の
懐
か
し
い
風
景
が
広
が
る
一
方

で
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
角

の
街
並
み
も
併
存
す
る
レ
ト
ロ
で

モ
ダ
ン
な
街
で
す
。

　

豊
か
な
緑
と
多
摩
川
や
三
沢
川

な
ど
の
水
に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で

き
、
都
心
か
ら
電
車
で
30
分
圏
内

と
い
う
利
便
性
も
兼
ね
備
え
て
い

ま
す
。

　

特
産
品
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認

証
を
受
け
て
い
る
「
稲
城
の
梨
」

と
東
京
の
名
山
高
尾
山
に
ち
な
ん

で
名
付
け
ら
れ
た
「
高
尾
の
ぶ
ど

う
」
で
す
。
収
穫
期
に
は
市
内
各

地
に
農
家
の
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
が

多
く
、
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
や
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
日
テ
レ
・
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ベ
レ
ー
ザ
が
稲
城
市

を
本
拠
地
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
い
ま
す
。

●
稲
城
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト

▽
11
月
30
日
（
水
）
ま
で
＝
オ
リ

ジ
ナ
ル
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
「
探
し

て
!
ぼ
く
ら
の
宝
物
」　

▽
10
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）

予
定
＝
第
21
回
I
の
ま
ち�

い
な

ぎ
市
民
ま
つ
り　

●
ア
ク
セ
ス　

新
宿
駅
か
ら
京
王

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
・
稲
城
駅
・

若
葉
台
駅
（
京
王
相
模
原
線
約
30

分
）

稲城の梨

ホーム
ページは
こちら

●
こ
れ
ま
で
の
交
流

　

本
市
と
稲
城
市
は
、
友
好
都
市

と
し
て
次
の
よ
う
な
交
流
を
し
て

い
ま
す
。

▽
市
民
ま
つ
り
で
交
流
＝
い
な
ぎ

市
民
ま
つ
り
、
そ
う
ま
市
民
ま
つ

り
で
の
物
産
品
の
販
売
や
観
光
Ｐ

Ｒ
、
文
化
芸
術
団
体
に
よ
る
発
表

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
防
災
交
流
＝
稲
城
市
消
防
団
が

本
市
を
訪
れ
、
意
見
交
換
や
防
災

備
蓄
倉
庫
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
宿
泊
施
設
利
用
助
成

　

市
は
、
友
好
都
市
と
の
交
流
推

進
を
目
的
と
し
て
、
市
が
指
定
す

る
稲
城
市
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用

す
る
方
に
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

◎
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
こ
と
＝
企

画
政
策
課
（
☎
37
２
１
３
２
）

▽
宿
泊
施
設
利
用
助
成
に
関
す
る

こ
と
＝
商
工
観
光
課
（
千
客
万
来

館
内
）（
☎
26
４
８
４
８
）

ホーム
ページは
こちら

友
好
都
市
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お知 せら

図書館
からのお知らせ

　

本
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

古
本
市
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
30
日
（
日
）
10
時

〜
16
時

●
場
所　

振
興
公
社
振
興
ビ
ル
1

階
（
市
民
サ
ロ
ン
北
側
）

古
本
市
を
開
催
し
ま
す

古
本
を
提
供
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
古

本
市
に
提
供
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限
　
10
月
14
日
（
金
）

●
場
所
　
図
書
館
１
階
事
務
室

●
本
の
種
類　

▽
単
行
本
▽
新
書

▽
文
庫
▽
絵
本

※
雑
誌
は
除
き
ま
す
。

●
留
意
事
項　

▽
無
料
で
提
供
願
い
ま
す
。

▽
古
本
市
で
残
っ
た
本
は
、
図
書

館
が
処
分
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

図
書
館
（
☎

37
２
６
３
０
）

開催します

第 36 回相馬市芸能大会
　相馬市文化団体連絡協議会は、市教育委員会と
共催で、第36回相馬市芸能大会を開催します。
　新型コロナウイルス感染症の影響で 3 年ぶり
の開催となり、相馬民謡、フラダンス、日舞など
13団体が出演予定です。
　ぜひ来場ください。
●日時　9 月 25 日（日）9時～ 14時
●場所　市民会館大ホール
●入場料　500円
●留意事項　新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため、中止する場合があります。
●問い合わせ先　生涯学習課（☎37-2187）

令和 4 年度 第 61 回福島県芸術祭参加行事

　

そ
れ
ぞ
れ
が
「
大
切
に
し
て
い

る
も
の
」
を
知
り
、
尊
重
し
あ
う

こ
と
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

写
真
展
を
き
っ
か
け
に
、
あ
な

た
や
周
り
の
人
の
大
切
な
も
の
を

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

　

ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ　

わ
た
し
の
た
い
せ
つ

な
も
の
・
時
間

※�

家
族
や
ペ
ッ
ト
、
思
い
出
の
場

所
や
景
色
、
趣
味
や
仕
事
に
打

ち
込
む
姿
な
ど
、
被
写
体
は
自

由
で
す
。

●
募
集
期
限　

10
月
14
日
（
金
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
方

●
応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
写
真
デ
ー
タ
を

送
信
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
の
た
か
ら
も
の
写
真
展

※�

写
真
デ
ー
タ
の
容
量
は
3
メ
ガ

未
満
。（
3
メ
ガ
以
上
の
場
合
、

自
動
で
圧
縮
さ
れ
ま
す
）

応募は
こちらから

●
応
募
点
数　

1
人
1
点

●
応
募
上
の
注
意　

▽
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
た
未
発

表
の
作
品
で
あ
る
こ
と

▽
被
写
体
に
関
す
る
肖
像
権
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
応
募
者
の
責

任
で
撮
影
、
公
開
の
承
諾
を
得
て

い
る
こ
と

▽
2
年
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と

▽
応
募
作
品
の
二
次
利
用
を
許
諾

し
、
無
償
で
市
に
提
供
で
き
る
こ

と※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
合
成
な
ど
著
し
い
加
工
が
施
さ

れ
て
い
る
作
品
は
、
応
募
対
象
外

●
記
念
品　

展
示
し
た
作
品
お
よ

び
応
募
作
品
を
使
用
し
た
特
製
カ

レ
ン
ダ
ー

※�

特
製
カ
レ
ン
ダ
ー
は
抽
選
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
展
示

▽
期
間
＝
10
月
17
日
（
月
）
〜
11

月
11
日
（
金
）

▽
場
所
＝
市
役
所
1
階
御
仕
法
通

り◎
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

（
☎
37
２
１
８
７
）

作
品
募
集応募フォーム

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
見

え
に
く
い
こ
と
で
日
常
生
活
に
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
方
、
そ
の
家

族
を
対
象
に
し
た
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

障
が
い
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
参
加
を
希
望
す
る

方
は
市
役
所
1
階
健
康
福
祉
課
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時�

10
月
7
日
（
金
）
10
時

〜
13
時

※
受
付
時
間
＝
10
時
〜
12
時
。

●
場
所�

南
相
馬
市
鹿
島
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
万
葉
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
」（
南
相
馬
市
鹿
島

区
寺
内
字
迎
田
２
２
）

●
参
加
費　

無
料

※
予
約
制
。

●
内
容�

▽
医
療
相
談

▽
福
祉
制
度
・
職
業
教
育
の
相
談

▽
福
祉
用
具
の
体
験

▽
盲
導
犬
体
験
歩
行

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康

福
祉
課
（
☎
37
２
１
０
９
）

視覚障がい者
相談会


